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～大　学　部　門～

	ビジネスプラン名


	

	ビジネスプラン概要
	

	共同作成者の氏名

(学部・学年・学生番号)
	


　　年　　月　　日

	（フリガナ）

氏　名
	

	
	

	学　部
	
	学　年
	

	学　科
	
	学生番号
	

	現住所
	〒

	電話番号
	

	E-mail
	


※事業計画書は本様式を使用し、資料を添付する際はＡ４用紙数枚程度としてください。
ＷＨＥＮ（いつ）・・・・・・・ 時期、期限、頻度
ＷＨＥＲＥ（どこで）・・・・・ 市場、場所、位置
ＷＨＯ（誰が）・・・・・・・・ 個人、組織、役割
ＷＨＯＭ（誰に）・・・・・・・ 顧客、人数、関係
ＷＨＡＴ（何を）・・・・・・・ 仕事の内容、種類、性質
ＷＨＹ（なぜ）・・・・・・・・ 目的、動機、背景、必要性
ＨＯＷ（どのように）・・・・・ 実施方法、手段、進め方
ＨＯＷ ＭＵＣＨ（いくら）・・・必要経費、数量、範囲

ビジネスプランを考える際の重要な要素に下記の４つがあり、マーケティングの４Ｐと呼ばれています。皆さんが考えるビジネスプランが、マーケティング４Ｐのどの要素（あるいは複数の要素）について新たな提案となっているのかを考えた上で、４要素を組み合わせると、「売れる」仕組みが出来上がります。

１．ビジネスプランの発想のきっかけ （ＷＨＹ）
２．ビジネスプランの内容について
（１）商品・サービス・新事業の内容 （ＷＨＡＴ）　

【新技術・新商品・新サービス等の内容、及び新事業の斬新性について記入して下さい。】

（２）顧客層／ターゲット・ユーザー （ＷＨＯＭ）

【新技術・新商品・新サービスを提供するターゲット顧客層を記入して下さい。】

（３）宣伝・販売方法 （ＨＯＷ）

【宣伝・販売方法について、費用対効果も考慮して記入して下さい。】

　

（４）ビジネスプランの市場性と採算性 （ＷＨＥＲＥ、ＨＯＷ ＭＵＣＨ）

【市場性の見通しと、販売・提供価格及び、数量等を記入して下さい。】

　　

（５）ビジネスプランの社会的有用性 （ＷＨＹ）

【新技術・新商品・新サービスを提供することで、社会に対する貢献・改善点等を記入して下さい。】

３．ビジネスプランへの取り組み （ＷＨＯ・ＷＨＥＮ・ＨＯＷ）
【どのようなスケジュール・役割・組織で取組むかを記入して下さい。）

４．その他付記事項　

【ビジネスプランの内容等について、補足するところがあれば記入して下さい。（開発目的アピールポイント、専門用語、その他）】

Ⅰ．創業時を含む３年度分の売上計画表 （ＨＯＷ ＭＵＣＨ）
（単位：千円）

	事業・商品別売上計画
	創業時
	２年目
	３年目

	Ａ　　売 上 高 合 計
	
	
	

	Ｂ　　　△売  上  原  価 
	
	
	

	Ｃ　　売 上 総 利 益
	
	
	

	Ｄ　　　△販 売 管 理 費
	
	
	

	内訳  （　人件費　）
	
	
	

	（地代・家賃）
	
	
	

	（旅費交通費・通信費）
	
	
	

	（広告宣伝費）
	
	
	

	（減価償却費）
	
	
	

	（  その他  ）
	
	
	

	Ｅ　　営　業  利  益
	
	
	


売上高合計－売上原価＝売上総利益

売上総利益－販売管理費＝営業利益
(人件費)から（その他)までは、販売管理費の内訳項目

Ⅱ．売上高と費用の算出根拠 （ＨＯＷ ＭＵＣＨ）
	創 業 時

	

	２ 年 目

	

	３ 年 目

	


　『売上計画表』や『売上高と費用の算出根拠』を記入するためには、一般的な財務用語の理解が必要となりますが、ここではその用語について簡単に説明していますので、参考にしながら記入してください。

· 売 上 高
売上高とは、企業が商品やサービスを販売することによって得た金額の合計を言います。すべての企業活動は、最終的にこの売上につながるものです。

· 売上原価

売上原価とは、商品を仕入れるとき、もしくは製造するときにかかる費用のことです。


· 売上総利益　
売上総利益とは、売上高から売上原価を引いたものです。一般的には粗利益といいます。売上原価を小さくするほど、粗利益は大きくなります。したがって、いかに商品を安く仕入れるかが儲かる仕組みの一つになります。


· 販売管理費

販売管理費とは、売上を上げるために間接的にかかった費用です。 例えば店員に支払う給料、店舗を貸借りるための家賃、お客さんに配るチラシ等、これらをまとめて「販売管理費」と言います。下記にその詳細な科目を記しています。

· 人 件 費　【人件費とは、従業員を雇用することにより発生する費用のことです。】


・地代・家賃　【地代・家賃とは、月極の家賃や駐車場利用料などです。】　

・旅費交通費・通信費

旅費交通費・通信費とは、製品販売やサービスの提供のためにかかった電車代、バス代、出張代等の費用と、電話代・郵便代・インターネット利用代等の費用を言います。
・広告宣伝費

広告宣伝費とは、販売活動のために、商品・サービス・会社などを、広く一般に販売するための広告や宣伝にかかる費用のことをいいます。

例えば、新聞掲載広告やテレビＣＭを使用すると効果は期待できますが、数百万円単位の費用が必要となります。他にも宣伝広告媒体はありますので、費用対効果を含めて検討してみましょう。

・減価償却費

企業が収益をあげるために、長期に亘って利用される固定資産（建物・機械など）は、時間が経過したり、また利用されれば、されるほどその価値は目減りしていきます。
減価償却とは、この価値の目減り分を、当初取得時の固定資産の価格から、費用として減額しなければなりません。この費用を、減価償却費といいます。

· 営業利益
営業利益とは、売上総利益から販売管理費を引いたものです。会社の儲けやすさを見るための指標であり、企業の本業の活動から生れる利益といえます。
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【最優秀賞】

【所　属】 プラン名

【総合政策学部４年】

『ゲーム×フェアトレード通販　～バーチャルが貧困(リアル)を変える日～』

（フェアトレード通販サイトとスマートフォンゲームによる途上国支援）

【優秀賞】

ｓｅｋａｉ

【国際学部３年】

『私たち国際学部生が考える世界市民育成方法　～小学生にチャンスを与えよう！～』

（小学生向海外留学プログラム）

【国際学部３年】

『“COM” ic Maker 』

（“簡単にオリジナリティのあるプレゼントを”誰でも漫画を作成、製本化できるサービス）

【入　賞】

【商学部３年】

『JoyFar 

ハワイでのEnjoyとFarming生活を通じ、人間力の回復・向上へ

』

（ハワイでのファームステイによるRe-work事業）

【国際学部３年】

『電子ネクタイ「EL Neck(エルネック)」』

（電子媒体応用による、ネクタイ市場の活性化）

【奨励賞】

【国際学部３年】

『「温もりを世界へ」』

（早く、簡単に心のこもったプレゼントを贈る配達仲介事業）

【国際学部３年】

『世界を包む風呂敷』

（若年層、世界をターゲットにした風呂敷販売事業）

【国際学部４年】

『遊べる防災アプリ「ためて、まもるくん」』

（ＡＲ技術を活用した防災アプリ）

【オーディエンス賞】

【商学部３年】 『JoyFar ハワイでのEnjoyとFarming生活を通じ、人間力の回復・向上へ』

【国際学部３年】 『電子ネクタイ「EL Neck(エルネック)」』


あなたのアイデアで新しい事業を！








事 業 計 画 書








主催／関西学院大学研究推進社会連携機構


共催／池田泉州銀行


後援／関西学院後援会　関西学院同窓会





「ＫＧビジネスプランコンテスト」 事業計画書





【ビジネスプランの立て方】６Ｗ２Ｈで考えてみましょう。





【ビジネスプランを作成する前に】











Ｐｒｏｄｕｃｔ


製品・サービス





Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ


販売促進





Ｐｌａｃｅ


流通チャネル





Ｐｒｉｃｅ


価　格





（参考）売上計画表等を記入するにあたって





○例えば、１個１００円のパンを、１日２００個販売します。


　　　　　　１日の売上　　１００円×２００個＝　　２万円


　　　　　　１月の売上　　　２万円×　３０日＝　６０万円


　　　　　　１年の売上　　６０万円×１２ヶ月＝７２０万円


（※基本的に売上高は、年間ベースです。）








○例えば、１個１００円のパンを製造するには、小麦粉・水・イースト菌・塩等が原料としてかかります。その費用が２０円であれば、これが売上原価です。


　販売水準を同様に考えると、


　　　　　　１日の原価　　　２０円×２００個＝　　４千円


　　　　　　１月の原価　　　４千円×　３０日＝　１２万円


　　　　　　１年の原価　　１２万円×１２ヶ月＝１４４万円


（※売上原価を売上高の２０％に設定しています。）





　○パンの売上総利益（粗利益）


＜　  売上高　－　  売上原価　＝　売上総利益　 ＞


７２０万円  －  １４４万円  ＝  ５７６万円





○例えば、従業員を２名雇うとします。毎月の給料を１０万円と仮定すると、


【月給制】　１月の人件費　　１０万円×　　２名＝　２０万円


１年の人件費　　２０万円×１２ヶ月＝２４０万円


　　　　他にも、時間給（例えば１時間：８００円）や日給（例えば１日：８千円）


の算出方法もあります。





○例えば、パン屋を開店するにあたり、３０坪の店舗を借りるとします。毎月の


　家賃を１０万円と仮定すると、


　　　　　　　　１月の家賃　　　１０万円


　　　　　　　　１年の家賃　　　１０万円×１２ヶ月＝１２０万円


　店舗の広さ・立地条件等でも家賃は大きく変わってきます。出展希望地の家賃水準を調べながら設定しましょう。　　　　　








○例えば、機械装置を１０００万円で購入し、その使用可能な期間（耐用年数）を１０年と仮定し、最後は全く価値が残らないとすると、毎年の減価償却費は、


　　　　　　　　１０００万円÷１０年＝１００万円


となります。この金額を販売管理費として、利益から控除する必要があります。





　○パンの営業利益（本業の利益）


＜　売上総利益　－　 販売管理費　　　　 ＝　営業利益　 ＞


５７６万円  －  ４６０万円（仮定）  ＝  １１６万円


　ここで黒字になっていれば、順調に企業活動が行われていることになります。逆に赤字であれば、営業活動自体を見直す必要があります。創業時は、売上高より費用が先行して発生しやすく、当初は赤字になる例も多いです。








◇KGビジネスプランコンテスト前年度入賞プラン◇
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